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ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

　
国
民
年
金
加
入
者
、
ま
た
は
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
を
満
た
し

て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と
き
。
た
だ

し
死
亡
日
前
日
の
前
々
月
ま
で
の
加

入
期
間
の
3
分
の
2
以
上
の
保
険
料

納
付
が
あ
る
（
免
除
期
間
含
む
）
か
、

直
近
1
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な

い
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
。
　
子
ど
も
が
　
歳
に
な
る
年
度
末
ま

18

で
、
障
害
の
あ
る
子
の
場
合
は
　
歳
20

に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
年
金
額
】

　
基
本
額
7
8
0
街
1
0
0
円
に
、

子
ど
も
が
2
人
ま
で
は
1
人
に
つ
き
、

2
2
4
街
5
0
0
円
。
3
人
目
以
降

は
1
人
に
つ
き
7
4
街
8
0
0
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

※
年
金
は
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、

本
人
か
ら
の
請
求
が
な
い
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
年
金
を
受
け
る
と
き
は

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■問 
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
5
7
0
―

0
5
―
1
1
6
5
）・
市
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線
2

9
9
）。

後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
過
去
5
年
分
ま
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、　
歳
か
ら
　

20

60

歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
　
年
間
に
国

40

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期

間
が
あ
る
場
合
や
資
格
取
得
な
ど
の

届
出
忘
れ
に
よ
り
国
民
年
金
の
資
格

期
間
が
な
い
場
合
に
は
、
将
来
の
年

金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年

金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
い
（
保

険
料
納
付
や
免
除
な
ど
合
計
が
　
年
25

未
満
の
場
合
）
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問 
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
5
7
0
―

そ
の
病
気
や
ケ
ガ
で
一
定
の
障
害
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
。

【
受
給
条
件
】

　
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期

間
の
3
分
の
2
以
上
の
保
険
料
納
付

が
あ
る
（
免
除
期
間
含
む
）
か
、
直

近
1
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け

れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
　
歳
を
超
え
て
か
ら
請
求
す
る
場

65
合
、
初
診
日
か
ら
1
年
半
後
の
診
断

書
が
必
要
で
す
。

※
　
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
で

20
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
が
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
は
、
本

人
の
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

【
年
金
額
】

　
1
級
で
9
7
5
街
1
2
5
円
、
2

級
7
8
0
街
1
0
0
円
で
す
。

　
ま
た
、
年
齢
が
　
歳
未
満
の
子
か

18

　
歳
未
満
の
障
害
の
子
が
い
る
場
合

20は
、
加
算
が
あ
り
ま
す
。

怯
遺
族
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が

死
亡
し
た
場
合
に
、
そ
の
死
亡
し
た

人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た

「
子
ど
も
の
い
る
妻
」、
ま
た
は
、

「
子
ど
も
」
に
支
給
す
る
年
金
で
す
。

【
受
給
条
件
】

国
民
年
金
の
3
つ
の
基
礎
年
金

怯
老
齢
基
礎
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
期

間
、
厚
生
年
金
を
納
め
た
期
間
な
ど

の
合
計
が
　
年
（
3
0
0
月
）
以
上

25

あ
る
人
が
、　
歳
に
な
っ
て
か
ら
受

65

け
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

　
　
歳
を
過
ぎ
れ
ば
希
望
に
よ
り
繰

60
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
（
請
求
す
る
年
齢
に
よ
り
年

金
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
。
障
害
基

礎
年
金
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
）。

【
手
続
き
場
所
】

胸
市
役
所
…
年
金
の
加
入
期
間
が
第

1
号
被
保
険
者
期
間
の
み
の
人
。

胸
年
金
事
務
所
…
第
3
号
被
保
険
者

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
）
期
間
や
、
厚

生
年
金
等
の
加
入
期
間
の
あ
る
人
。

怯
障
害
基
礎
年
金

　
年
金
加
入
者
が
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
取
れ
る
年

金
で
す
。

【
認
定
の
時
期
】

　
初
診
日
が
、
国
民
年
金
に
加
入
中

の
時
ま
た
は
年
金
を
受
給
し
て
い
な

い
　
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
と
き
に
、

60

65

パート詠

平成28年（2016）9月1日号（8）

国
保
・
年
金

9月30日9月30日はは
国民健康保険税、介護保険国民健康保険税、介護保険料料
後期高齢者医療保険後期高齢者医療保険料料のの

納期限で納期限ですす
　9月30日（金）は、第3期納期限で
す。納め忘れのないようにお願いし
ます。
　口座振替をご利用の人は、残高不
足のないよう、ご確認ください。
　納付が困難な場合は、そのままに
せず、下記窓口で相談してください。
■問 【国民健康保険税】国保年金課資格
保険税班（緯内線284）
【後期高齢者医療保険料】国保年金課
高齢者医療年金班（緯内線299）
【介護保険料】介護保険課介護保険班
（緯内線213。

6
7
6
2
・
■メール in

zaish
iro
i1
@
y

ah
o
o
.co
.jp

）。

猿
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ「
育
児

支
援
講
座
」

■時 
9
月
9
日
画
・
午
前
　
時
　
分
～

10

30

正
午
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

噛
講
師
…
小
谷
博
子
氏
（
東
京
未
来

大
学
准
教
授
）。

■内 
テ
ー
マ
「
断
乳
・
卒
乳
」。

■対 
母
乳
育
児
中
の
マ
マ
と
家
族
。

■費 
無
料
。

■問 
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
・
安
藤
（
緯

碓47 
0
5
1
6
）。

猿
県
立
印
旛
特
別
支
援
学
校「
学
校

公
開
・
1
0
0
0
か
所
ミ
ニ
集
会
」

■時 
　
月
4
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

10

40

　
時
　
分
。

11

40

■場 
県
立
印
旛
特
別
支
援
学
校
。

■内 
学
校
説
明
、
見
学
、
授
業
参
観
、

1
0
0
0
か
所
ミ
ニ
集
会
な
ど
。

■申 
9
月
　
日
峨
ま
で
に
左
記
へ
。

20

■問 
県
立
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
緯
碓98 

2
2
0
0
・
胃
碓98 
0
9
6
9
）。

猿「
高
花
マ
ラ
ラ
イ
サ
ー
ク
ル
」

会
員
募
集

■時 
毎
月
第
2
、
4
月
曜
日
・
午
後
1

時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

■内 
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
。

■対 
　
歳
以
上
の
人
。

60
■費 
5
0
0
円
（
材
料
費
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
宇
敷
（
緯
碓46 
9
7
2
7
）。

猿
第
　
回
北
総
太
鼓
祭「
鼓
響
」

14

■時 
　
月
2
日
蚊
・
午
後
2
時
～
。

10
■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■内 
個
性
あ
る
和
太
鼓
8
団
体
が
出

演
。

■費 
一
般
1
街
2
0
0
円
、
小
学
生
以

下
5
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

※
当
日
券
は
3
0
0
円
増
し
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
北
総
太
鼓
祭
鼓
響
実
行
委
員
会

（
胃
碓46 
8
3
1
7
・
■メール taik

o
k
o
k
y

o
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

猿
青
空
保
育
プ
チ
チ
ェ
リ
ー
参

加
者
募
集

■時 
　
月
5
日
我
～
平
成
　
年
2
月
の

10

29

水
曜
日
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
印
西
市
、
白
井
市
の
公
園
な
ど
。

■内 
自
然
の
中
で
、
母
と
子
と
一
緒
に

心
と
身
体
を
育
て
合
い
ま
す
。

■対 
1
歳
児
と
保
護
者
。

■定 
5
組
程
度
。

■費 
1
0
街
0
0
0
（
全
　
回
分
）。

11

■申 
9
月
　
日
臥
ま
で
に
左
記
へ
。

24

■問 
藤
岡
（
緯
／
胃
0
4
7
―
4
9
1

―
1
2
6
9
）。

猿
家
庭
内
傾
聴
講
座

■時 
9
月
　
日
蚊
、　
月
　
日
蚊
、　

18

10

23

11

月
　
日
牙
、　
月
　
日
蚊
・【
第
1

17

12

25

部
】
午
前
　
時
～
正
午
、【
第
2
部
】

10

午
後
1
時
～
2
時
　
分
。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

■内 
子
ど
も
の
心
の
声
を
聴
く
「
聴
く

力
」
を
身
に
つ
け
ま
す
。

■対 
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
発
達
・

摂
食
障
害
の
子
ど
も
を
も
つ
家
族
。

■費 
各
部
5
0
0
円
（
資
料
代
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
M
T
ね
っ
と
わ
ー
く
・
み
な
と

（
■携 
0
8
0
―
6
8
9
7
―
0
2
2

0
・
■メール h

e
re
an
d
n
o
w
m
@
y
ah

o
o
.co
.jp

）。

猿
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井

第
1
団「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
　
時
～
午
後

22

10

2
時
。

■場 
大
塚
前
公
園
集
合
。

■内 
野
外
料
理
を
作
り
ま
す
。

■対 
小
学
1
年
生
～
6
年
生（
保
護
者

同
伴
）。

■費 
無
料
。

■他 
皿
、
コ
ッ
プ
、
ス
プ
ー
ン
を
持
参
。

■申 
9
月
　
日
華
ま
で
に
左
記
へ
（
先

19

着
順
）。

■問 
佐
藤
（
■携 
0
9
0
―
9
0
1
5
―

0
1
1
―
0
5
0
）・
船
橋
年
金
事

務
所
（
緯
0
4
7
―
4
2
4
―
8
8

1
1
）。

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
  年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

29

10

3
時
　
分
（
一
人
　
分
間
）。

15

30

■場 
市
役
所
附
属
棟
2
階
　
会
議
室
。

25

■内 
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
関
す
る

こ
と
、
年
金
請
求
手
続
き
や
加
入
記

録
の
確
認
な
ど
。

※
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
ご

相
談
や
申
請
は
、
市
国
保
年
金
課
、

各
支
所
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

■定 
8
人
。

■申 
9
月
　
日
俄
ま
で
に
左
記
ま
で

12

（
先
着
順
）。

※
申
し
込
み
時
に
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■問 
市
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
（
緯
内
線
2
8
8
）。

　
相
続
・
贈
与
な
ど
の
不
動
産
登
記
、
多
重
債
務
問
題
、
成
年
後
見
、

少
額
訴
訟
、
会
社
設
立
・
役
員
変
更
な
ど
の
商
業
登
記
な
ど
、
司

法
書
士
業
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会
で
す
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
後
6
時
～
8
時（
7
時
　
分
受
付
終
了
）。

14

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■申 
予
約
不
要
。

■問 
千
葉
司
法
書
士
会
佐
倉
支
部
支
部
長
・
菊
地（
緯
碓37 
3
7
7
6
）。

司法書士によ司法書士によるる
無料相談無料相談会会

講師内容場所日時
千葉県精神科医療センター・深見悟郎氏
（精神科医師）

統合失調症とうつ病の理解について（医学薬学
概論）

市
役
所
3
階
大
会
議
室

第1回9月27日（火）・
10時～正午

成田地域生活支援センターセンター長・
橋本美枝氏（精神保健福祉士）支援者の実践について第2回10月6日（木）・

10時～正午
千葉県発達障害者支援センターCAS副
センター長・田熊立氏発達障害について第 3回 10月 14日

（金）・10時～正午
社会福祉法人生活クラブ・赤堀久里子氏
（精神保健福祉士）、社会福祉法人のうえ
い舎・地域活動支援センターもくせい
舎・ゆい・戸辺博之氏（ピア・スタッフ）

・地域の資源、支援について
・ピア・スタッフの活動について

第 4回 10月 27日
（木）・10時～正午

Office夢風舎舎長・土屋徹氏（看護師・
精神保健福祉士）

SST（ソーシャルスキルトレーニング）～コ
ミュニケーションを身に付ける技法として～

第5回11月8日（火）・
9時30分～11時30分

印西市精神障害者家族の会（わの会）
・畑中眞澄氏、ほか同会員

・こころを病む家族を持つこと
・家族会の働き

第 6回 11月 17日
（木）・10時～正午

　心の病を抱える人、生活のしづらさを感じる人、その家族が住み慣れた地域で、安心して生活
が出来るよう、身近な相談者として市ではメンタルヘルスサポーターを養成します（全6回で1
回のみの参加も可）。■費 無料。■定 50人。■問 障がい福祉課障がい福祉支援班(緯内線268）。

～平成28年度心の健康市民講座～平成28年度心の健康市民講座～～

メンタルヘルスサポーター養成メンタルヘルスサポーター養成編編


